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擬人化エージェントと人とのインタラクションにおいても，人同士と同様に，ジェスチャや表情，対人距離といった音声言語以外のノンバー
バルコミュニケーションは重要な役割を果たしている[1]．本研究ではノンバーバルコミュニケーションの中の身体操作に着目する． 

背景 

• 身体操作とは「頭を掻く」「鼻を触る」の様な，身体のある部分を使って他の部分に何かをするという動作で「しぐさ」と呼ばれる 
• 一般には不快や不安のサインと解釈され，人前ではタブーとされる動作が多い． 
• メッセージ性が低く，対話内容との関連性が低いとされている[2]  

 
 

身体操作を対話エージェントに実装することで， 
対話エージェントの見かけの人間らしさや，親密性の向上ができると考え，我々は継続して研究を行っている． 

身体操作 

カジュアルコミュニケーションにおける対話エージェントとの持続的
インタラクション評価を行った先行研究[3] 

• ビデオ分析によって人間同士の対話から得られた身体操作を     
くつろぎの身体操作としてエージェントに実装 

• 日常会話による持続的インタラクション 

 
 
 
 

身体操作を実装したエージェントとの共同タスクによる 
インタラクション評価[4,5] 

• エージェントにはくつろぎと神経質の2種類の身体操作を実装 
• 共同タスクでは，砂漠の遭難課題に取り組む 

 

関連研究 

・身体操作の種類や身体操作を表出することに対す
る受容度は文化で異なるとされている[6,7,8] 
 

・ドイツ人のジェスチャは体の周りに大きく表出される
が、日本人のジェスチャは体の前で小さく表出される
[9] 

・特に欧米では身体操作は精神的不安定さを示すた
めにタブーだとされているので，回避する傾向が強い
と言われている[10]． 
 

身体操作の文化差 

くつろぎの身体操作 

神経質な身体操作 

 

・エージェントが日本人の身体操作を表出することに対する受容度の文化差 
・日本人の身体操作を行うエージェントに対する印象の文化差 
 
 

「日本人の身体操作を行うエージェントに対する印象評価では，外国人はエー
ジェントに対する親近感，見かけの知性及び，話の説得力などに関する印象
が，日本人よりも低下する」 

研究目的 
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くつろぎの身体操作 

ビートジェスチャ 

実装された身体操作 

被験者に，日本人に見られる身体操作を実装したエージェント
が話をする動画を見てもらい，エージェントに対する印象評価
アンケートに回答してもらう評価実験をWeb実験により行う． 
 

・対話内容は，1分程度の「パスタの起源」の様な雑学を取り
扱ったものとした． 
・アンケート内容 
「エージェントに対する親近感」 
「エージェントの話の説得力」 
「エージェントの知性」 
「エージェントの動きの自然さ」 
「エージェントの行ったしぐさに対する親和性」 
「エージェントが行ったしぐさに対する妥当性」 

実験内容 

一方で，身体操作は癖として生じることも
多く，人同士の親しい間柄での会話にお

いては頻繁に行われている． 

結果，身体操作を実装したエージェントは身体操作を実装していない
エージェントよりも，エージェントに対する親近性の低下を防いだ． 

対話の内容や相手との関係性によっては身体操作があることで親し
みやすさ，見かけの人間らしさが低下することが示唆された． 

エージェントに実装した身体操作 

仮説 

神経質な身体操作 
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